
NPO 法人横浜日独協会 第４３回理事会議事録 

（オンライン会議） 

 

１．日   時  ２０２１年１月１６日（土）１３：００～１４：３０ 

２．会   場  オンライン会場 

３．理 事 総 数  ２３名 

４．出 席 者 （オンライン出席者） 

早瀬会長 能登副会長 向井理事 南雲常務理事 山口常務理事 大瀬 

常務理事 坂井理事 成川理事 中尾理事 寺澤理事 佐藤理事 藤田 

理事 大堀理事 小貫理事 地野理事 齊藤常務理事 

委任（議長）：小島理事         以上１７名 

（欠席理事）神永理事 ゼーリヒ理事 ユーデック理事 磯貝理事  

    北井理事 大治理事 

※運営委員：野澤委員 西条委員 

 

５．議事の経過の概要および議決の結果 

定款第 33条および第 37条にもとづき早瀬会長は、新型コロナウィルス感染防止対 

策のため、本理事会はオンライン会議とする旨、議案書を添え 1月 9日全役員にメール 

で通知した。 

定款第 34条の規定により、早瀬会長が議長にあたる。 

本理事会の議事録署名は早瀬会長、能登副会長および向井副会長とした。 

 

６．議  題 

第１号議案 報告事項について 

① 会員実績： 

合計 205名／団体（個人 147名、YC学生 36名／青年 8名、法人 14社） 

※個人会員の中に休会者 12名含む、会費納入はなく会報発送なし。 

② 資金状況： 

1月 15日現在 総預金額 1,038,169円（ゆうちょ振替口座 754,980円、ゆうちょ 

総合口座 57,398円、横浜銀行駅前支店 225,791円） 

※前月報告額 1,579,986円より 54万円ほど減額。パソコンやウェブカメラ等イ 

ンターネット環境整備費（30万円）及び 10周年記念誌発行経費（20万円） 

が主な支出だった。 

③ 会報／ＨＰ:  

〇次回は 4月 1日発行予定。現行締め切りは 3月 10日の予定。 

〇掲載予定だった 3月 24日（水）開催の中小企業セミナー「中小企業モノづくりの 

デジタル変革（ＤＸ）」の広告記事は、会報の編集・印刷・発行のスケジュールの 

大幅な変更を伴うためとりやめ、結果報告の記事を 7月号に載せる。会報を通じ 

同セミナーへの参加呼びかけをする方向だったが、ホームページ上での広報及び 



ウェブ会員への配信のみにする。同セミナーの後援団体であるＪＥＴＲＯ及びＩ 

ＤＥＣを通じた広報による宣伝はターゲットとなる中小企業のネットワークは大 

きな効果が期待できる。（大瀬委員長、藤田理事） 

〇昨年 12月フランクフルト総領事館から同館が 11月開始したＦａｃｅｂｏｏｋに 

横浜・フランクフルト間の交流記事を載せ旨の連絡があった。総領事は着物姿の 

３人の高校生が写っている写真などを選択し、3人の肖像権の確認を会長からクノ 

ープラオホＤＪＧＦ副会長に依頼し、取得した。2月の同Ｆａｃｅｂｏｏｋにアッ 

プされる予定。また、次号のＤer Ｈafenにも関連記事が掲載される予定。（早瀬 

会長、山口編集長、佐藤委員長） 

④ 事業実績（予定）報告 

〇今年は日独修好条約締結 160周年、横浜市・フランクフルト市パートナー都市締 

結 10周年となる。日本国内の関連事業の有無について現在日独協会に照会中。ド 

イツでは 1月 24日に式典があると聞いている。当協会としては秋の大茶会が行な 

われる。（早瀬会長） 

〇森涼子さんから著書の寄贈があった。戸塚区信濃町在住、日本の諸大学、生涯学 

習センターでドイツ史、西洋文化史、ドイツ語を教えている方の、2020年 8月発 

行の著書「造語法で増やすドイツ語ボキャブラリー」。（齊藤事務局長） 

   〇大坂靖彦氏（日独文化振興協会会長）は、日独の少年に将来の具体的目標を描かせ 

る“Ｄream-ship”運動を展開しているが、本年６月頃に予定している横浜の横浜 

独逸での説明会にＪＤＧＹの協力要請があった。意義のあることと、独逸学園との 

協力強化のためにも協力したい。（早瀬会長） 

 

 以上、報告事項について全理事一致して承認された。 

 

第２号議案 イベント予定について 

1月理事会（第 43回）：1月 16日（土）13:00～14:30 ⇒オンライン会議 

  1月イベント（講演会）：1月 16日（土）15:00～17:00 ⇒オンライン講演会 

    講演：野澤 勉会員 『チーズの楽しみ方』 

  2月理事会（第 44回）：2月 20日（土）13:00～14:30 ⇒オンライン会議 

  2月イベント（映画鑑賞会）：2月 20日（土） ⇒コロナ感染防止のため中止 

  「Der schönste Tag meines Lebens 」（邦題： 野ばら オーストリア作品） 

  3月理事会（第 45回）：3月 20日（土） 

 ※3月から 7月の間、イベント等の会場予約は行っていない。本日開催のオンライン講演 

会と同様、今後はオンライン化に移行せざるを得ない。第 1号議案にあった 3月 24日 

の中小企業支援セミナーは月例のイベントとせず、個々に参加申し込み願いたい。2月 

中止にした映画鑑賞会は 3月にオンラインで行いたい。ドイツ大使館フィーツェ首席公 

使はリアルタイムは難しいので、オンライン出演の可否をふくめ改めて交渉する。 

（能登副会長） 

 



 以上、イベント予定について全理事一致して承認された。 

 

第 3号議案 第 1 回ヴィジョン委員会の報告について 

  中長期ヴィジョン委員会は、去る 1月 9日に、ｚｏｏｍでオンラインキックオフ 

ミーティングを開催し、事前に配ったディスカッションペーパーに基づいて意見交 

換を行った。 

議論としては、まず認定ＮＰＯ法人の定義や社会的責任、公益性や透明性、コン

プライアンス等に係わる理解を共有するところから始めた。中長期ヴィジョンの中

に、これまでまとめられている当法人の設立趣旨書や定款に沿いながら、どのよう

な発展型を掲げ、新たな方針、事業とその活動をどのようにしていくのか、5 年～

10年先をイメージし組織としての議論が必要であると思われる。委員からは、①認

定ＮＰＯ法人として、寄附者のメリットを含め安定的な財源の確保の必要性、②理

想を掲げるだけでなく市民にとって親しみやすさのある活動などをもっとピーアー

ルする必要がある、③危機感をもってビジョン・ミッションを考えていく必要があ

る、④フランクフルト市と横浜市との提携を梃子としてドイツとの交流を広げてい

くというアイディアもある、等の意見が出た。月一回第 4土曜日に委員会を開催し、

徐々に提案を取りまとめ、可能であれば、3 月中にはヴィジョン委員会提案を理事

会で諮っていければと考えている。（成川委員長） 

設立後 10年、従来モードで今後も進めることに懸念している。認定ＮＰＯ法人と 

しての資格を満たし、日独の一層の交流に寄与し、会員の満足をさらに促し、市民 

にどのようにアッピールしていくかなど検討願いたい。（早瀬会長） 

 

以上、第 1 回ヴィジョン委員会の報告について全理事一致して承認された。 

 

以上により本日の議事を終了して、議長は閉会を宣した。  

 

 

以上、オンライン会議による理事会の議事録が正確であることを証します。  

 

    ２０２１年１月２８日  

議 長 早 瀬  勇 

 

議事録署名人 能 登  崇 

 

議事録署名人 向 井  稔 


